
日本国際看護学会第 5 回学術集会の開催にあたって 

日本国際看護学会第 5 回学術集会会長 

近藤 暁子（東京医科歯科大学大学院）

新涼の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

COVID-19 の国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態を勘案いたしまして、日本国際看護学会第 5 

回学術集会は昨年に引き続き、Web 開催となりました。今年はハイブリッド形式または対面での開催も

検討しましたが、変異ウイルスの流行もあり、参加者の方々の安全を考慮し Web のみで実施いたしま

す。

COVID-19 の影響により、皆様方の海外での活動はもとより日々の生活・研究・教育・業務に多大な

変化をもたらし、さらにこの状況が続く中、新たな手段を模索・開発されていらっしゃるのではないか

と思います。今回の COVID-19 の影響をマイナスととらえるのではなく、新たな形式での活動へのシフ

ト・発展する上での絶好の機会となればと期待しております。

そこで、第 5 回学術集会のテーマは「レジリエンス！with/after コロナにおける多文化共生」といたし

ました。このような非常事態の中で皆様が工夫を凝らしながら活動されている内容を共有して今後の国

際看護学の発展につなげられると良いと考えています。

最後になりましたが、日本国際看護学会第 5 回学術集会の開催にあたり、多くの方々のご支援、ご協

力を賜りました。ここに心より感謝申し上げます。

2021 年 9 月 4 日 
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＜会場（Room）別進行一覧表＞ 
 

 

 
 

  

9:30 注意事項

9:40 開会の挨拶

15分 休憩

5分 休憩

5分 休憩

5分 休憩

10分 休憩

10分 休憩 5分 休憩

5分 休憩

10分 休憩

17:30 閉会の挨拶

Room1 Room2

9:20～ 参加者Zoom入室、開始

9:45～10:45 基調講演「コロナ禍における研究お
よび教育について」 10:20～ 参加者Zoom入室、開始

10:40～
11:10

第１群：海外の保健医療事情

11:00～
12:00

シンポジウム「マレーシア・タイ・
アメリカにおけるCOVID-19の現状と
看護教育への影響」

11:15～
12:15

第２群：
日本国内の保健医療事情

30分 休憩

12:20～
13:20

交流会「医療現場の多文化共生
外国人看護師と一緒に働く」

12:30～
13:30

教育講演「SDGs～コロナと共に生き
る新しい生活」

13:25～
14:40 第３群：国際看護教育（１）

13:40～
14:40

研究委員会企画「やってみよう！オ
ンラインを活用して広げる研究活
動」

14:50～
15:50

教育活動・研修委員会企画
「看護基礎教育で考える大規模災害
時の在日外国人支援」

14:45～
15:30

第４群：メンタルヘルス

15:35～
16:35

第５群：国際看護教育（２）

16:00～
17:30

看護師のための英語ワークショップ
"English for Japanese nurses"
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＜プログラム＞ 

【Room1】 
9：30～9：40 注意事項 

9：40～9：45 開会の挨拶  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9：45～10：45 【基調講演】「コロナ禍における研究および教育について」 

司会：森淑江 (日本国際看護学会理事長，群馬大学名誉教授) 

 

日本国際看護学会第 5回学術集会会長 近藤暁子（東京医科歯科大学大学院） 

    新津晃右（ワシントン大学ボセル校） 

11：00～12：00 【シンポジウム】 

   「マレーシア・タイ・アメリカにおける COVID-19 の現状と看護教育への影響」 

   司会：大植崇（兵庫大学） 

 

シンポジスト 

1. Hamidah Hassan, PhD, RN  
(Faculty of Medicine and Health Sciences, University Malaysia Sabah) 
2. Jaruwan Kownaklai, PhD, RN (Faculty of Nursing, Mahasarakham University) 
3. Ann L. Eckhardt, PhD, RN  
(College of Nursing and Health Innovation, University of Texas at Arlington) 

12：30～13：30 【教育講演】「SDGs～コロナと共に生きる新しい生活」- 

司会：近藤暁子（東京医科歯科大学大学院） 

 

講師 

松永早苗（神奈川県立保健福祉大学） 
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17：30 閉会の挨拶 
 

  

16：00～17：30 【看護のためのワークショップ】「English for Japanese nurses」 

  司会：二見茜（東京医科歯科大学大学院） 

 

1. Sabine Torgle （English for Nurses） 

2. Julija Knezevic （English for Nurses） 

 

※差し支えなければ ZOOM で名前の表示とビデオをオンにしてご参加ください。 

13：40～14：40【研究委員会企画】 

「やってみよう！オンラインを活用して広げる研究活動」 

    

日本国際看護学会・研究委員会 

   松永早苗、桑野紀子、マルティネス真喜子、土谷ちひろ 

14：50～15：50 【教育活動・研修委員会企画】 

        「看護基礎教育で考える大規模災害時の在日外国人支援」 

         司会：呉 小玉（京都光華女子大学） 

            江角 伸吾（自治医科大学） 

1. 清水房枝（京都光華女子大学） 

2. 藤田さやか (姫路大学) 

3. 幕田順子 (福島県国際交流協会) 
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＜プログラム＞

【Room2】 

10：40～11：10【一般演題】 第 1 群 「海外の保健医療事情」 2 題 

座長：宮本 圭（順天堂大学）

1．コートジボワール国アビジャン自治区市場商人の過体重・肥満の実態と認識

碓井 瑠衣（横浜市立大学）

2．ベトナムにおける認知症高齢者への家族介護者のケアに関する研究 

Le Nguyen Kim Ngan（藤田医科大学） 

11：15～12：15【一般演題】第 2 群 「日本国内の保健医療事情」4 題 
座長：齋藤恵子（埼玉県立大学）

1．やさしい日本語版産後うつ尺度の作成

ラック チャンクンティ（筑波大学医学群看護学類）

2．日本の高齢者介護施設で従事する外国人介護職の就業に関する実態と課題 

杉山 智子（順天堂大学）

3．EPA インドネシア人看護師が日本で感じる就労上の困難～宗教・文化・職場雰囲気

の観点から～

 山西 智香（東京医療保健大学大学院）

4．COVID-19 流行下における外国にルーツをもつ在住者の国内現状 -新聞記事のレビ

ュー - 

椎葉 奈子（筑波大学大学院）

12：20～13：20【交流会】「医療現場の多文化共生　外国人看護師と一緒に働く」

司会：華 婧（東京医科歯科大学大学院）

「日本で看護師して勤務した三年間を振り返る」

ガンチュルーン・サンブー（東京医科歯科大学大学院）

「中国出身の看護師が日本で働く経験」

王 聡聡（東京医科歯科大学大学院）
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14：45～15：30【一般演題】 第 4 群 「メンタルヘルス」 3 題 

座長：野崎章子（千葉大学大学院）

1．COVID-19 患者と関わる看護師のメンタルヘルス－諸外国との比較による考察－

大植 崇（兵庫大学）

2．COVID-19 パンデミック下における看護学生のメンタルヘルスと感染予防行動 

杉本 敬子（筑波大学）

3．看護師の統合失調症患者に対する態度に関連する要因 

栗原 淳子（東京医科歯科大学） 

15：35～16：35【一般演題】 第 5 群 「国際看護教育（２）」 4 題 

座長：大植崇（兵庫大学）

1．外国人患者受け入れ医療機関認証制度認証病院における看護師の異文化間看護能力

の影響要因－国際看護学の学習経験に焦点を当てて－

香川 沙由理（国際医療福祉大学大学院）

2．Factors related to perceived control among graduate students in Japan 

Renaguli Abuliezi（Tokyo Medical and Dental University）  

3．米国メイヨークリニックにおける研修報告：看護継続教育について 

柴山 薫（佐賀大学）

4．米国メイヨークリニックにおける研修報告：患者に合わせたサポート体制の実際 

柴山 薫（佐賀大学） 

13：25～14：40【一般演題】 第 3 群 「国際看護教育（１）」 5 題 

座長：津田紫緒（東京医科歯科大学大学院）

1．The Effects of Collaborative Online International Learning (COIL) on Intercultural
Sensitivity

Kosuke Niitsu (University of Washington Bothell) 

2．国際看護学の教育において強化が求められている内容の実態調査 

長嶺 めぐみ（群馬パース大学）

3．COVID-19 禍における国際看護教育オンライン研修の取り組みと課題 

横山 詞果（滋賀県立大学）

4．COVID-19 蔓延下における 4 か国の看護学生が参加する短期留学オンラインプログ

ラムの実施

藤屋 リカ（慶應義塾大学）

5．Changes in intercultural sensitivity of nursing students through international education 

Jing Hua（Tokyo Medical and Dental University） 
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